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き
ょ
う
た
ん
ご
地
域
探
訪
』

　
　
〜
久
美
浜
編
〜
第
三
講
座
を
実
施

　
九

月

二

十

一

日

（

日

）

に

『

き
ょ

う
た
ん
ご
地
域
探
訪
〜

久

美
浜
編
〜
』

第
三
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今

回

は
、

神

谷

神

社

・

宗

雲

寺
・
如
意
寺
を
訪
れ
、

昼
食
休
憩

後
、

稲
葉
本
家
・
本
願
寺
を
巡
り

ま
し
た
。

　
き
ょ

う
た
ん
ご
地
域
探
訪
は
第

三
講
座
を
も
っ

て
全
講
座
終
了
し

ま
し
た
が
、

久
美
浜
地
域
の
様
々

な

自

然

資

源

や

歴

史

遺

産

を

巡

り
、

参

加

者

の

方

々

か

ら

も
、

「

勉
強
に
な
っ

た
・
皆
で
一
緒
に

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
文

献
を
読
む
よ
り
楽
し
い
」

等
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
一
日
（
火
）
・
十
八
日

（
火
）
・
二
十
五
日
（
火
）
の
計
三

回
で
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
久
美
浜

支
部
の
方
々
を
講
師
に
、
さ
ば
の
味

噌
煮
・
き
ん
ぴ
ら
・
厚
焼
き
玉
子

等
、
家
庭
で
作
ら
れ
る
基
本
的
な
料

理
を
自
分
た
ち
の
手
で
実
際
に
調
理

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
は
七
名

ず
つ
二
班
に
分
か
れ
、
野
菜
の
切
り

方
や
調
味
料
の
量
り
方
等
指
導
し
て

頂
き
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
雰
囲
気
で
料
理
に
挑
戦
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
調
理
後
は
、

参
加
者
の
皆

さ
ん
で
作
ら
れ
た
料
理
を
試

食
し
な
が
ら
、

料
理
に
つ
い

て
の
質
問
を
さ
れ
た
り
、

ご

家
庭
内
で
の
料
理
に
つ
い
て

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

中
に

は
、

こ
の
教
室
で
学
ん
だ
料

理
を
、
「

妻
や
孫
に
振
舞
っ

て
み
る
」

と
い
う
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

高
龍
寺
ヶ
岳
に
百
六
十
七
人
が
登
頂

親と子の

　
九
月
二
十
八
日
（
日
）
親
と
子
の
ふ
る
さ
と
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、

野
の
砂
丘
畑
で
秋
の
味
覚
で
あ
る
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
体
験
と
焼
き
芋
を
し
ま
し
た
。

　
親
子
で
協
力
し
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
や
焼
き
芋
作
り
を
し

ま
し
た
。
焼
き
芋
は
少
し
？
生
焼
け
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た

が
、
で
き
た
て
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
雨
が
パ
ラ
つ
き
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
降
り
す

る
こ
と
な
く
、
参
加
親
子
は
、
大
き
く
お
い
し
そ
う
な
砂
丘
の

サ
ツ
マ
イ
モ
を
お
土
産
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
十
月
五
日
（

日
）
、

第
十
六
回

高
龍
寺
登
山
ま
つ
り
が
、

高
龍
寺

登
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
り
尉
ヶ

畑
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、

朝
か
ら
小
雨
模
様
の

少
し
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、

二

歳
か
ら
八
十
歳
の
方
ま
で
、

昨
年

を
上
回
る
二
百
四
十
四
名
が
、

六

百
九
十
七
メ
ー

ト
ル
先
の
頂
上
を

目
指
し
ま
し
た
。

 
山
頂
で
は
登
頂
者
に
よ
り
一
斉

に
メ
ッ

セ
ー

ジ
付
き
風
船
が
放
た

れ
、

期
待
を
の
せ
て
飛
ん
で
い
き

ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
公
園
で
、

尉
ヶ

畑
区

の
様
々
な
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
郷
土

色
豊
か
な
交
流
バ
ザ
ー

・
朝
日
公

園
で
は
、

子
ど
も
相
撲
大
会
や
餅

ま
き
が
催
さ
れ
、

一
日
中
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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久

美

浜

町

文

化

祭

は
、

十

一

月

一

日

・

二

日

の

二

日

間

に

わ

た

り

久

美

浜

小

学

校

体

育

館

で

開

催

さ

れ

ま
し
た
。

　
会

場

に

は

、

児

童

・

生

徒

の

作

品

・

一

般

公

募

の

作

品

・

文

化

協

会

加

盟

団

体

の

作

品

が
、

会

場

一

杯

に

展

示

さ

れ
、

来

場

者

は

展

示

作

品

を

熱

心

に

見

入
っ

て

お

ら
れ
ま
し
た
。

　
当

日

は

天

候

に

も

恵

ま

れ
、

二

日

間

で

七

百

三

十

九

名

と

多

く

の

来

場

者

が

あ

り

ま
し
た
。

《
作
品
展
示
》

《
お
茶
会
》

　
十
一
月
二
日
、
豪
商
稲
葉
本
家
の

中
庭
を
会
場
に
お
茶
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
二
百
二
十
名
の
来
場
者

が
あ
り
、

心
地
よ
い
日
差
し
の
中

で
、
お
い
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

《
筝
曲
演
奏
会
》

　
十
一
月
二
日
、

豪
商
稲
葉
本
家

和
室
で
筝
曲
演
奏
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　
当

日

は
、

四

十

名

が

来

場

さ

れ
、

筝
曲
の
奏
で
る
音
色
に
聞
き

入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

《
囲
碁
大
会
》

　
十
一
月
二
日
、
農
業
セ
ン
タ
ー
で

囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
参
加
者
は
五
十
名
。
今
年

は
初
め
て
女
性
の
方
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

も
、
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

《
短
歌
会
》

　
十
月
三
十
日
、

農
業
セ
ン
タ
ー

を

会

場

に

短

歌

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た
。

　
当
日
は
、

十
七
名
が
参
加
さ
れ
、

先
生
を
囲
み
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
の

一
句
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

百
三
十
九
人
が
来
場

　
久
美
浜
町
文
化
祭
の
合
同
公
演
が
、

十
一
月
三
日
（

祝
）

に
、

久
美
浜
小
学

校

体

育

館

を

会

場

に

開

催

さ

れ

ま

し

た
。

　
当
日
は
、

二
百
五
十
二
名
の
来
場
者

が
あ
り
、

午
後
五
時
三
十
分
、

オ
ー

プ

ニ
ン
グ
の
よ
さ
こ
い
踊
り
で
賑
や
か
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
文

化

協

会

加

入

団

体

に

よ

る
、

踊

り
・
歌
謡
曲
・
太
極
拳
・
大
正
琴
・
ダ

ン
ス
・
子
供
太
鼓
な
ど
次
々
と
発
表
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
場
内
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

歴
史
講
演
会
を
開
催

　
十
月
二
十
八
日
に
歴
史
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、

丹
後
ふ
る
さ
と
観

光
大
使
で
あ
る
坂
本
与
一
郎
氏
を
講
師
に
迎

え
「

古
代
海
部
族
の
活
躍
」

と
題
し
た
講
演

会
、

第
二
部
は
、
「

兜
山
・
熊
野
神
社
の
い

ざ
な
い
」

と
題
し
た
討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
の
来
場
者
は
五
十
名
。

会
場
の
稲
葉

本
家
和
室
は
、

立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
の
人
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。


